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平成 21 年度  社団法人 日本イスラム協会定期総会報告 

平成 21 年 6 月 29 日 

 

会員各位 

社団法人  日本イスラム協会 

理事長  八尾師  誠 
 

前略  

平成 21 年 4月 25 日土曜日、午後 5時－5時 30 分、東京大学法文２号館において開かれた定期総会におい

て、以下のことが報告、決定されましたのでご報告申し上げます。  

 

 

議題： 

1、 平成 20年度の総務報告・事業報告・会計報告 

2、 平成 21年度の事業計画・会計予算 

 

出席者が定款 22条に定められた会員総数の過半数を満たし、本理事会が成立することを確認した後、定款 21

条により、八尾師誠理事長が議長となって開会を宣言し、議題の討議に移った。 

 

議題 1  平成 20 年度の総務報告・事業報告・会計報告 

 

まず最初に議長から総務報告が行われ、引き続き、事業報告がなされた。 

 

総  務  報  告 

 

（１）会員の異動状況 

          平成 20 年 3 月 31 日              426 名 

          平成 21 年 3 月 31 日現在          424 名  （2 名の減少） 

 

（２） 事務体制 

  登記上の主たる事務所を財団法人東洋文庫とし、総務、庶務関係の連絡先は東京外国語大学八尾師誠研 

究室に、編集関係および公開講演会関係の連絡先は東京大学柳橋博之研究室に設置されている。 

   

（３）財政の状況と今後の見通し 

    収支はほぼ均衡しており、財政面での不安はない。 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平成 20 年度事業報告 

 

（１） 公開講演会の開催 

    第１回  平成 20 年 4 月 27 日（日）「現代イラン政治を知る２講」 

              於      東京大学     

            講演者    松永 泰行    佐藤 秀信 

      
  第２回  平成 20 年 11 月 29 日（土）「アフガニスタンを知る２講」 

              於      東京大学     

            講演者    岩井 俊平    八尾師 誠   

 

      以上２回の公開講演会は、それぞれ 80 名をこえる参加者を得て盛況であった。 

 

（２）イスラーム諸国との情報交換 

 

アッタウヒード（イラン）、アルヤキーン（パキスタン）など、定期的にイスラーム諸国から当協会

事務局に出版物が送付された。また、シリア・アラブ共和国のフランス・中東研究所との機関誌の交換

が継続的に行われ、中華人民共和国の社会科学院西亞非州研究所との学術交流も機関誌の寄贈をはじめ

として継続している。 

     

（３）機関誌『イスラム世界』の発行 

 

  柳橋編集長を中心に『イスラム世界』第 71 号と第 72 号を刊行し、会員の研究成果を発表した。 

 平成 20 年度には 4 月 27 日、5 月 31 日、11 月 15 日、計３回の編集委員会を開催した。 

 

 

（４）世界イスラーム動向情報センター 

  財団法人中東調査会と協力して、共催で「イスラームとイスラーム諸国に関する理論と動向研究会」

を 1回開催した。内容は下記の通り。 

 

第 11 回研究会 

日時  平成 21 年 1 月 21 日（水）  18 時 00 分20 時 30 分 

場所  プレスセンタービル９階  記者クラブ大会議室 

           テーマ  「古典時代と現代におけるイスラーム比較婚姻論」 

講師  青柳かおる （東京大学文学部助教） 

参加者  16 名 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平成 20 年度会計報告および会計監査報告 

 

 

イ、財産目録 

                                                        平成 21 年 3 月 31 日     
（資産の部）      

I.流動資産    

 （１）現金   

       現金手許保有高 1,500  

 （２）定期預金 

 三菱東京UFJ銀行:田町支店 
 

4,285,188 

 

 （３）普通預金 

 三菱東京UFJ銀行:武蔵境駅前支店 
 

94,898 

 

 （４）郵便貯金・郵便振替口座 3,826,670  

 （５）普通預金 

 みずほ銀行:三鷹支店 
 

228,579 

 

II.固定資産    

 １土地    平米   

 ２建物    〃   

 ３構築物   

 ４車輛運搬具 台   

 ５計器備品   

 ６電話加入権   

 ７基本財産引当貸与信託   

 信託銀行：   

資産合計  8,436,835  

（負債の部）    

I.流動負債    

 １前受金 

2009・2010年度会費 
 

41,680 

 

 2未払金 

 
 

 

 

II.固定資産    

 １長期借入金   

           銀行：  支店   

 ２退職金給与引当金   

負債合計  41,680  

正味財産  8,395,155  

基本財産  5,000,000  

調査研究基金  87,408  

正味流動資産   3,307,747  
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ロ、収支計算書 

１. 収支計算の部 

                            （平成 20 年 4 月 1 日から平成 21 年 3 月 31 日まで）  

1)収入の部    

勘定科目     

大科目 中科目 予算額 決算額 差異 

基本財産運用収入 基本財産運用収入 3,000 １１,759 8,759 

事業収入 事業収入 0 0 0 

会費収入 会費収入 2,500,000 1,272,320 -1,227,680 

補助金収入 科学研究費研究成

果公開促進費 
0 0 0 

寄付金収入 寄付金収入 0 0 0 

雑収入  300,000 23,075 -276,925 

 雑誌売却費  10,260  

 受取利息  3,715  

 その他  9,100  
イスラーム動向情報センター 研究懇話会参加費 0 0 0 

小計  2,803,000 1,307,154 -1,495,846 

前期繰越 前期繰越高 2,570,076 2,570,076 0 

収入合計  5,373,076 3,877,230 -1,495,846 

 

 
2）支出の部     

勘定科目     

大科目 中科目 予算額 決算額 差異 

管理費 会議費 50,000 0 50,000 

 通信費 200,000 223,165 -23,165 
雑給 600,000 672,553 -72,553  

倉庫保管料 50,000 17,640 32,360 

 雑費 100,000 76,799 23,201 

出版事業費 本誌印刷費ほか 

特別印刷費 
2,000,000 

0 

1,381,612 

0 

618,388 

0 
イスラーム動向情報センター 研究懇話会会議費

ほか 
150,000 20,000 130,000 

春秋公開講演会 会場費ほか 200,000 118,100 81,900 

予備費 登記料ほか 280,094 17,940 262,154 

支出合計 3,630,094 2,527,809 1,102,285 

次期繰越高  1,349,421  

 

 

 

 

飯塚正人監事と臼杵陽監事から、平成 21年 4月 20日に会計帳簿、預金通帳を領収証等と照合して、経理上、

間違いないとの監査報告がなされた。 

 以上の総務、会計、会計監査報告に関して議長より意見が求められたが、満場一致をもって諸報告はいずれ

も承認された。 

 次いで、議題 2 平成 21年度事業計画・会計予算に移り、議長から次のような案が出された。 
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議題 2  平成 21 年度事業計画・会計予算 

 

平成 21 年度事業計画案 

 

（１） 方針 

 

  本年度は前年度の成果をふまえ、定款の定める目的および事業内容にもとづき、これまでの本協会の事

業内容を前進させる。イスラーム諸国の言語、歴史など広く文化一般に関する研究をおこない、日本のイ

スラーム研究のなお一層の質的向上をはかる。また、その成果は機関誌や講演会などによって広く社会に

向けて発表する。そのため、機関誌の定期刊行とその内容の充実をはかり、諸機関から研究委託を受けて

現代世界におけるイスラームの動向についての調査・研究活動ならびに情報の提供に尽力する。 

 

（２）事業の内容 

 

(ア) 公開講演会の開催 

第 1 回目は「中東イスラーム世界とインド洋」というタイトルで 4 月 25 日に開催する。秋におこ

なわれる第 2回目は運営委員会で検討し、夏までに議題を決定して司会者、講演者の人選をおこな

う。 

 

(イ) イスラーム諸国との情報交換 

平成 20 年度に引き続き、イスラーム諸国との機関誌の交換をはじめとした情報交換をおこなう。 

 

(ウ) 機関誌『イスラム世界』第 73 号、第 74 号の発刊。年度内の刊行を目指す。 

   

(エ) 研究・講演会の受託 

外務省、総合研究開発機構などに働きかけ、研究・講演会などの受託を積極的におこなう。 

 

(オ) 世界イスラーム動向情報センターの事業計画 

財団法人中東調査会と協力して、共催で「イスラームとイスラーム諸国に関する理論と動向研究会」

を４回開催する。より広い範囲の人に参加してもらえるよう、協会としても周知・広報を行ってい

く。参加費による収益が出た場合に、会計にどのように反映させていくかについては、今後早急に

検討する。 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平成 21 年度会計予算案  

 

平成 21年度会計予算案 

収入支出の予算 

（平成 21 年 4 月 1 日から平成 22 年 3 月 31 日まで） 

１）収入の部         

勘定科目         

大科目  中科目  予算額  前年度予算額  増減 

基本財産運用収入  基本財産運用収入 

   
3,000 3,000 0 

事業収入  事業収入  0 0 0 
会費収入  会費収入  2,500,000 2,500,000 0 
補助金収入  科学研究費研究成

果公開促進費 
0 0 0 

寄付金収入  寄付金収入  0 0 0 
雑収入    300,000 300,000 0 

 雑誌売却費     
 受取利息     
 その他     

イスラーム動向情報センター 研究懇話会参加費  0 0 0 

小計    2,803,000 2,803,000 0 
前期繰越  前期繰越高  1,349,421 2,570,076 -1,220,655 

収入合計    4,152,421 5,373,076 -1,220,655 

   

2）支出の部         

勘定科目         

大科目  中科目  予算額  前年度予算額  増減 

         

管理費  会議費  50,000 50,000 0 
 通信費  200,000 200,000 0 
 雑給  600,000 600,000 0 
 倉庫保管料 

雑費 
50,000 

100,000 

50,000 

100,000 

0 

0 

出版事業費  本誌印刷費ほか 

特別出版費 
2,000,000 

0 

2,000,000 

0 

0 

0 
イスラーム動向情報センター 研究懇話会会議費  150,000 150,000 0 

春秋公開講演会  会場費ほか  200,000 200,000 0 
予備費    802,421 2,023,076 -1,220,655 

支出合計    4,152,421 5,373,076 -1,220,655 

  

赤字ではないが、予算の有効な活用を今後も検討していくことが報告された。 

以上の報告に関して議長より意見が求められ、満場一致をもって平成21年度会計予算案が承認された。 
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最後に、当協会評議員、加藤博氏より、「叡智の架け橋」プログラムに関する提案がなされた。 

外務省が平成14年以来取り組んできた「日本とイスラム世界との間の文明間対話」プログラムを起点に、

現在、日本と中東イスラム諸国の有識者間ネットワーク構築のために企画されている「叡智の架け橋」プロ

グラムに関して、 

１、日本イスラム協会にそのタスクフォース事務局を置くこと 

２、関連ウェブサイト立ち上げに、協会として協力していくこと 

の提案がなされた。 

提案を受け議長より、協会としての協力を積極的に了承することの是非について意見が求められ、満場一

致をもって承認された。関連ウェブサイトの立ち上げ方法や協力の形式などの具体的な要件ついては、今後

の検討課題となった。 

 

以上、全ての案件、報告に関して満場一致で採決がなされ、平成21年度定期総会が閉会された。 

以上 

 

 

 

 


